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2Ca-7　　　非水系洗浄における固体粒子汚れの洗浄性・汚染性一混合溶剤系の影響－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　関東学院女短大　　渡辺紀子

目的　従来、非水系洗浄では塩素系、フッ素系、石油系の溶剤が衣料用として使用されて

きたが、これらは環境汚染の観点から近年中に使用禁止または厳しい規制の対象にあり、

安全性の高い代替溶剤の出現が待たれている。非水系洗浄では、水系洗浄に比べて再汚染
性が著しいために、特に固体粒子の洗浄性および汚染性が問題になる。そこで、本研究で

は、各種石油系／アルコール系の二成分混合溶剤を用いて、固体粒子汚れの洗浄・汚染性

に対する効果的な溶剤組成について検討した。

方法粒子：水和酸化鉄（FeaO., ・HzO）、繊維:ポリエステル（8.63g/m^）、溶剤:n-ヘ

キサン、n－ヘプタン、n－ウンデカン、エチルアルコール、プロピルアルコール、ブチルア

ルコール、オクチルアルコール、界面活性剤:Aerosol OT 、洗浄実験:50nilの共栓付ガラ

ス瓶に溶剤201111と汚染繊維を入れ120rpmで１時間の振微を行った。汚染実験：単繊維／溶
剤系にて48時間振盛。付着量の定量：粒子付着繊維を2N-HC1中で加熱抽出、一定容量に

希釈した後、Feの原子吸光分析法（248. 3nin）により、Fe203・HzO の付着量を求めた。
結果　溶剤/AOT系における粒子の脱落率は、エチルアルコール＞n－ウンデカン＞n－ヘプタ

ン＞n－ヘキサンであった。しかし、石油系／アルコール系の二成分混合溶剤の各種混合比

について検討した結果、アルコールを約5％配合することにより、石油系の単成分溶剤よ

り高い脱落率が得られた。一方、汚染性においても洗浄系同様、5％のアルコールを混合

することにより粒子の付着量は急激に低下した。また、用いた溶剤中では沸点の類似して

るn－ウンデカン／n－オクチルアルコールの混合系が最も付着防止効果があった。

2Ca－8 石けんによる水溶液中Ca^゛の定量条件の検討一自作導電率計の応用一
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目的:石けんを用いた洗濯では，石けんが用水中のCa^゛と結合して金属石けんを生成し,"

被服に付着するなどの問題が生ずる。この反応を逆に利用して，沈殿滴定を行い，自作の，

導電率計を用いて電気化学的手法で石けんによる環境水中のCa'゛の定血条件を検討した。

方法:試薬として次の市販品をそのまま使用した。エチレンジアミンテトラ酢酸２ナトリ

ウム(EDTA-2Na),ラウリン酸ナトリウム(CHzsCOONa, RCOONa).塩化カルシウム(CaClz;。

測定には自作導電率計I)を用い,所定濃度のCaCl,水溶液300ml(35℃)にlmol/lのRCOONa水
溶液を攬作下に所定量滴下し，起電力250mVにおける印加電圧(V)を測定した。

結果: ①EDTA-2Naでは,CaCl2水溶液0.045～0. 600ininol/lの濃度範囲で測定し，定量的測定

が可能であることを確認した。②RCOONaでは, CaClz水溶液0.03～0. 15miBol/lの範囲で測定
した。RCOONaの滴下量の増加に伴いVは低下し, RCOONa濃度(mmol/l)とＶとの関係は二本の

直線で表された。③Ca'゛濃度(mmol/l)に対して二直線の交点のRCOONa濃度(mmol/l)をプロ
ットすると一次式で表され,Ca^゛ Imolに対してRCOO- 2molが結合し，不溶性金属石けんを

形成することが判明した。④自作導電率計による測定では,石けんを用いる場合, EDTA-2Na

の場合よりも低濃度のCa^゛の定量に適していることが判った。⑤数種類の環境水試料で両

方法を検討した結果，両者の値はほぼ一致した。⑥石けんによるCa'゛の定量は，安価でか

つ簡単な系で測定可能であることが判った。
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